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平
成
平
成
2323
年
度
同
窓
会
総
会

年
度
同
窓
会
総
会
··
懇
親
会

懇
親
会
の
ご
案
内

の
ご
案
内

　

平
成
23
年
度
同
窓

会
総
会
・
懇
親
会
を

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

（
東
京
都
新
宿
区
西

新
宿
）
に
て
開
催
致

し
ま
す
。

　

同
ホ
テ
ル
で
の
開

催
は
今
年
で
３
回
目

に
な
り
ま
す
。
会
場

は
新
宿
駅
か
ら
も
近

く
、
高
層
ビ
ル
か
ら

都
心
の
風
景
が
一
望

で
き
る
立
地
に
あ
り

ま
す
。
学
生
時
代
の
ご
友
人
に
お
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

●25周年記念式典のご案内
　11月23日㈬に25周年記念ホームカミングデーを開催する予定です。
　　 第１部　記念講演会　第二講義棟7405教室
　　 第２部　祝賀会　　　ヘリテイジ・リゾーツ飯能
　 開催時間等の詳細は、同窓会ホームページまたは、10月１日発行予定の同窓会報（第
21号）にてご案内致します。

●ホームカミングデーのお知らせ
　駿輝祭開催期間の10月22日㈯に、ホームカミングデーを飯能キャンパスにて開催致します。
　同窓会主催の講演会や会員の皆様をご招待しての懇親会（会費無料）も企画しております。
　皆様お誘い合わせの上、ふるってご参加ください。

●同窓会事務局からのお願い
　 同窓会総会やホームカミングデーにご参会いただく際に、会場内での営業行為や各種勧誘活
動はお控えいただくよう、お願い致します。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
前
半
が
総
会
、
後
半
が
懇
親
会
の

二
部
構
成
と
な
り
ま
す
。
総
会
の
み
、
ま
た
は
懇
親
会
か

ら
の
ご
参
加
も
可
能
で
す
。

　

総
会
で
は
、
平
成
22
年
度
決
算
報
告
、
平
成
23
年
度
予

算
及
び
事
業
計
画
等
を
審
議
す
る
予
定
で
す
が
、
今
年
度

は
駿
河
台
大
学
が
創
立
25
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
同

窓
会
主
催
の
記
念
事
業
に
つ
い
て
も
審
議
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
会
場
を
移
し
、
懇
親
会
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
懐
か
し
い
同
窓
生
同
士
が
親
睦
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
多
く
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
ご
出
席
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が

同
封
の
は
が
き
を
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
返
送
い
た
だ
き

た
く
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

平成22年度総会

場　所：京王プラザホテル
　総　会　47Ｆ　あけぼの
　懇親会　４Ｆ　花
〒160－8330
東京都新宿区西新宿2－2－1
TEL03－3344－0111（代表）
URL　http://www.keioplaza.co.jp
時　間：総　会　15時30分～
　　　　懇親会　16時30分～
会　費：無料
アクセス：ＪＲ・私鉄・地下鉄新宿駅西口
から都庁方面へ徒歩約５分（地下道を出て
左側）、都営大江戸線都庁前駅Ｂ１出口よ
りすぐ、お車では首都高速４号線「新宿ラ
ンプ」から車で約１分。

開催日：平成23年5月28日㈯

平成22年度懇親会

●同窓会総会・懇親会のご案内

『
山
﨑
春
之
記
念
ス
ポ
ー
ツ
館

『
山
﨑
春
之
記
念
ス
ポ
ー
ツ
館

  

（
略
称
「
ス
ポ
ー
ツ
館
」）』

（
略
称
「
ス
ポ
ー
ツ
館
」）』  

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
の
お
見
舞
い

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
災
害
の
お
見
舞
い

新
ス
ポ
ー
ツ
学
生
寮
の
名
称
が
決
定
し
ま
し
た
！ 

　

駿
河
台
大
学
は
、
駿
台
予
備
学
校
な
ど
を
国
内
外
に
展
開
す
る
駿
台
グ

ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
１
９
８
７
年
に
開
学
し
、
い
よ
い
よ
２
０
１
１
年

に
創
立
25
周
年
を
迎
え
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
共
通
の
教
育
理
念
で
あ
る
「
愛

情
教
育
」
の
下
、
実
社
会
に
役
立
つ
人
材
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人

材
を
広
く
社
会
に
送
り
続
け
て
お
り
、
現
在
２
万
人
近
く
の
卒
業
生
が
社

会
の
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
開
学
か
ら
四
半
世
紀
の
節
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
次
な

る
発
展
に
向
け
て
様
々
な
事
業
を
計
画
中
で
す
。
詳
細
は
順
次
、
駿
河
台

大
学
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
次
回
の
同
窓
会
報
（
第
21
号
）
で
ご
案
内

し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

 

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ

り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
復
旧
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

 

こ
の
度
の
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
卒
業
生
の
安
否
情
報
を
ご
存
知
の

方
は
、
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

駿
河
台
大
学
同
窓
会
事
務
局
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４
２
‐
９
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１
１
０
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０
４
２
‐
９
７
２
‐
１
１
４
９

　

E-m
ail　

dousou@
surugadai.ac.jp

　

 

な
お
今
後
、
同
窓
会
で
も
被
災
さ
れ
た
卒
業
生
の
方
へ
の
援
助
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

駿
河
台
大
学
同
窓
会
事
務
局

　
「
昨
年
ご
逝
去
さ
れ
た
創
立
者
で
名
誉
総
長
の
栄
誉
を

称
え
、
25
周
年
記
念
事
業
で
建
設
さ
れ
る
学
生
寮
に
そ
の

名
を
冠
す
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
と
考
え
ま
す
」 

　

駿
河
台
大
学
で
は
、
創
立
25
周
年
を
機
に
ス
ポ

ー
ツ
振
興
の
強
化
と
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
教
育
と

研
究
の
拡
充
を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
１
年
３
月

に
ス
ポ
ー
ツ
学
生
寮
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

同
学
生
寮
の
名
称
を
一
般
公
募
し
た
と
こ
ろ
、

学
内
外
の
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
よ
り
46
件
の
ご

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

選
定
委
員
会
に
よ
る
厳
正
な
審
査
を
経
て
、
斎

藤
丈
洋
さ
ん
（
埼
玉
県
在
住
）
の
応
募
名
称
『
山

﨑
春
之
記
念
ス
ポ
ー
ツ
館
』
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
建
築
資
金
募
金
寄
付
者
名
簿
を
２
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

山﨑春之記念スポーツ館

応募者の
コメント

～今年も京王プラザホテルにて開催します～

この度の震災の影響により、ご案内している行事予定につきましては変更となる場合がございますので、今後同窓会ホームページなどでご連絡させていただきます。
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昨
年
10
月
30
日
㈯
に
、
栃
木
県
の
新
ユ
ー
ア
イ
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
に
て
、
ゴ
ル
フ
部
同
窓
懇
親
コ
ン
ペ
を
開
催
致
し

ま
し
た
。
当
日
は
荒
天
（
台
風
十
四
号
）
の
影
響
で
参
加

が
で
き
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
お
り
ま
し
て
、
卒
業
生
11

名
・
現
役
生
５
名
の
４
組
16
名
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
ゴ
ル
フ
部
同
窓
会
に
は
79
名
の
卒
業
生
が
お
り

ま
す
。
卒
業
生
の
懇
親
を
目
的
に
例
年
二
回
の
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
を
開
催
し
、
現
役
生
選
抜
に
も
参
加
を
し
て
も
ら
う

事
で
相
互
の
交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
初
参
加

の
卒
業
生
も
交

え
、
お
互
い
の

近
況
報
告
や
現

役
時
代
の
話
で

花
が
咲
き
、
内

容
の
濃
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

業
務
事
情
や

距
離
的
関
係
で

参
加
で
き
な
い

卒
業
生
も
多
く

お
り
ま
す
が
、

今
後
も
継
続
的

に
開
催
を
行
っ

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

駿
河
台
大
学
で
は
平
成
21
年
度
に
現
代
文
化
学
部
に
ス

ポ
ー
ツ
文
化
コ
ー
ス
を
新
た
に
設
置
し
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化

の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
致
し
ま

し
て
、
武
道
場
・
学
生
寮
等
設
備
を
兼
ね
備
え
た
ス
ポ
ー

ツ
学
生
寮
を
建
設
す
る
に
当
た
り
、
平
成
22
年
７
月
よ
り

「
ス
ポ
ー
ツ
学
生
寮
（
仮
称
）
建
築
資
金
募
金
」
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。　

こ
の
度
在
学
生
保
証
人
お
よ
び
卒
業

生
、
教
職
員
、
役
員
の
皆
様
よ
り
多
く

の
寄
付
の
お
申
込
み
を
頂
き
ま
し
た
。

（
12
月
末
日
現
在
、個
人
述
べ
１
３
７
名
）

　

12
月
末
日
現
在
で
本
学
よ
り
受
領
書

を
お
送
り
さ
せ
て
頂
い
た
方
の
う
ち
、

機
関
誌
等
に
掲
載
の
ご
承
諾
を
頂
い
た

方
の
ご
芳
名
を
掲
載
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
ス
ポ
ー
ツ
学
生
寮
の
名
称

に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
く
一
般
公
募
を

行
っ
た
結
果
、

　

山
﨑
春
之
記
念
ス
ポ
ー
ツ
館
（
略
称
「
ス
ポ
ー
ツ
館
」）

に
決
定
し
、
平
成
23
年
１
月
25
日
に
本
学
に
お
き
ま
し
て

竣
工
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
こ
と
、
併
せ
て
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
大
学
の
発
展
に
全
学
一
体
と
な
っ
て
一
層
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
募
金
の
趣
旨
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）

○
教
職
員
・
名
誉
教
授

　

大
久
保 

博
樹　

太
田 

幸
夫　
　

狩
谷 

求

　

市
川 

紀
子　
　

金 

容
媛　
　
　

竹
下 

守
夫

　

成
田 

憲
彦　
　

原 

聰　
　
　
　

久
持 

英
司

　

丸
山 

裕
孝　
　

荒
井 

茂
樹　
　

伊
藤 

剛

　

斎
藤 

丈
洋　
　

髙
橋 

克
典　
　

森 

健

　

松
本 

三
之
介

○
在
学
生
保
証
人

　

飯
塚 

真
一　
　

五
十
嵐 

勝　
　

池
田 

正

　

池
野 

敏
彦　
　

今
村 

純
一　
　

井
村 

学

　

牛
田 

英
二　
　

内
山 

義
則　
　

生
方 

芳
雄

　

遠
藤 

恵
理
子　

大
槻 

智　
　
　

小
川 

久
美

　

荻
原 

真
奈
美　

恩
田 

朋
美　
　

鴨
志
田 

義
明

　

島
﨑 

貞
夫　
　

清
水 

育
夫　
　

鈴
木 

邦
彦

　

鈴
木 

勝
俊　
　

関 

邦
夫　
　
　

髙
瀬 

孝
一

　

瀧
澤 

正
佳　
　

武
田 

清
次　
　

建
田 

憲
明

　

舘
野 

正
己　
　

田
中 

肇　
　
　

鳴
海 

信
一

　

根
本 

良
美　
　

芳
賀 

徹　
　
　

橋
本 

和
彦

　

長
谷
川 

良
幸　

馬
場 

正
美　
　

林 

利
夫

　

比
佐 

和
也　
　

本
橋 

憲
一
郎　

八
巻 

德
典

　

山
岸 

雄
一　
　

山
岸 

孝
行　
　

山
本 

浩

　

湯
澤 

幸
栄　
　

吉
澤 

忠
勝　
　

吉
田 

武
治

　

門
馬 

則
子　
　

米
沢 

和
義　
　

和
田 

徳
男

　

渡
辺 

浩
幸

○
卒
業
生

　

池
田 

等　
　
　

岩
上 

弘
樹　
　

大
久
保 

良
治

　

柏
倉 

柳
一
郎　

小
林 

靖
幸　
　

瀬
下 

昌
彦

　

廣
瀬 
義
信　
　

蒔
田 

覚　
　
　

矢
吹 

和
也

　

山
田 
豊　
　
　

横
田 

暢
子　
　

渡
辺 

公
範

○
役
員

　

松
本 

香　
　
　

山
畔 

清
明

 

（
文
責
・
財
務
部
財
務
課
）

ス
ポ
ー
ツ
学
生
寮

ス
ポ
ー
ツ
学
生
寮（
仮
称
）

（
仮
称
）

建
築
資
金
募
金
寄
付
者
名
簿

建
築
資
金
募
金
寄
付
者
名
簿

（
平
成
22
年
７
月
よ
り

 

平
成
22
年
12
月
末
日
ま
で
）

同
窓
懇
親
コ
ン
ペ

 

を
開
催

を
訪
ね
て

朴　太澳
（PARK TAE OW）さん
韓国出身
平成17年３月法学部卒業

左から２番目が朴さん
（国際交流課にて）

平
成
10
年
３
月
法
学
部
卒
業

吉
田　

将
卓
さ
ん

　

本
学
法
学
部
元
教
授 

野
澤
豊 
氏
（
享
年
89
）
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
10
月
26
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

本
学
名
誉
教
授 

戸
田
光
昭 

氏
（
享
年
77
、
満
75
歳
）

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
２
月
３
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

先
日
、
日
本
で
の
留
学
生
活
を
終
え
、
兵
役
の
義
務
を

果
た
す
べ
く
韓
国
に
戻
っ
て
か
ら
約
５
年
ぶ
り
に
母
校
を

訪
ね
て
み
た
。

　

少
し
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
当
時
の
趣
が
残

っ
て
い
て
、
何
も
か
も
が
懐
か
し
く
思
え
て
き
た
。

　

友
達
と
昼
食
を
と
っ
た
食
堂
、
図
書
館
と
い
う
よ
り
私

に
と
っ
て
は
映
画
館
で
あ
っ
た
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
三

味
線
を
弾
い
た
サ
ー
ク
ル
部
屋
。
い
つ
の
間
に
か
、
一
ケ

所
一
ケ
所
を
廻
り
な
が
ら
片
手
に
持
っ
た
カ
メ
ラ
に
昔
の

思
い
出
を
収
め
よ
う
と
、
何
枚
も
何
枚
も
写
真
を
撮
っ
て

い
る
自
分
が
い
た
。

　

大
学
で
は
、
留
学
生
で
あ
る
身
分
も
あ
っ
て
難
し
い
時

期
も
あ
っ
た
が
、
優
し
い
友
達
と
、
力
に
な
っ
て
く
れ
た

先
生
方
、
そ
し
て
学
生
課
の
皆
さ
ん
の
お
陰
で
、
後
悔
し

な
い
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の
大
学
訪

問
は
、
当
時
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
に
挨
拶
す
る
の
が

目
的
で
あ
っ
た
が
、
思
わ
ぬ
ウ
レ
シ
イ
出
会
い
も
あ
っ
て
、

と
て
も
記
憶
に
残
る
瞬
間
と
な
っ
た
。

　

今
、
私
は
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｎ
の
韓
国
法
人
で
働
い
て
い
る
。

当
時
の
目
標
と
は
少
し
形
は
変
わ
っ
た
が
、
日
本
で
身
に

つ
け
た
日
本
語
と
法
学
部
で
蓄
積
し
た
知
識
を
十
分
活
か

せ
る
今
の
生
活
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
物
足
り
な
さ
は
あ
る
。

　

し
か
し
、
人
間
の
一
生
を
一
日
に
例
え
る
な
ら
、
今
、

私
は
午
前
九
時
を
少
し
過
ぎ
た
瞬
間
に
い
る
。

　

ま
だ
ま
だ
羽
は
伸
ば
せ
る
し
、
そ
の
た
め
の
努
力
は
惜

し
ま
な
い
つ
も
り
で
あ
る
。

　

少
し
だ
け
先
に
世
間
に
出
た
先
輩
と
し
て
後
輩
た
ち
に

言
い
た
い
こ
と
は
一
つ
だ
け
‼

　

今
で
も
ま
っ
た
く
遅
く
な
い
！
ま
ず
、
や
り
た
い
こ
と

を
見
つ
け
て
！
そ
し
て
挑
戦
し
て
ほ
し
い
‼

母
校

ゴルフ部ゴルフ部

大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

体育部会ウイングス（バドミントン）
３月12日㈯に予定されていたOB・O
G交流試合はこの度の地震の影響に
より中止となりました。 ２列目右から５番目が吉田さん

　先般ご案内のとおり、経済学部二期
生（平成７年卒）の上見国敏氏を発起
人として北海道支部設立準備を進めて
おります。
　この度、上見様からのご依頼により、
北海道にお住いの皆様方宛に以下のと
おりお食事会のご案内をお送りさせて
いただきました。
　ご都合のつく方は、是非ご参加いた
だければ幸いです。 同窓会事務局

日　時：平成23年４月24日㈰
　　　　午後７時から
会　場： 札幌市中央区南５条西３丁目

11番地　五条ビル２F　有き家
 http://www.mitsuboshi.net/shop/#yuukiya
参加費：お一人様　4,000円前後
目　的： 自己紹介、異業種交流、親睦

など
幹　事： 経済学部２期生（平成７年卒）
　　　　上

うえ

見
み

  国
くに

敏
とし

＊参加を希望される方は、上見ビル㈲
内／上見まで事前にご連絡をお願いし
ます。
連絡先：0154－24－3811

北海道居住者による
お食事会の開催について
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●
板
東
英
二
氏
講
演
会
実
施
報
告

　

昨
年
10
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
に
第
24
回
駿
輝
祭
が
開
催

さ
れ
、
初
日
に
は
同
窓
会
主
催
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
講
演
会
（
同
窓
会
・
父
母
会
共
催
）

　

10
月
23
日
㈯
13
時
か
ら
、
第
二
講
義
棟
４
階
７
４
０
５

教
室
に
て
、
板
東
英
二
氏
に
よ
る
講
演
会
『
板
東
英
二
の

が
む
し
ゃ
ら
人
生
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
球
解
説
者
・
野
球
評
論
家
・
タ
レ
ン
ト
・
司
会
者
・

俳
優
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
ご
活
躍
な
さ
っ
て
い
る
板
東

さ
ん
を
一
目
見
よ
う
と
、
本
学
関
係
者
の
他
に
、
地
元
市

民
の
方
も
多
数
ご
来
場
い
た
だ
き
、
６
５
０
人
教
室
で
立

ち
見
が
出
る
ほ
ど
大
変
盛
況
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
板
東
さ
ん
の
生
い
立
ち
か
ら
、
初
め
て

野
球
の
ボ
ー
ル
を
握
っ
た
日
の
こ
と
、
ご
自
身
の
野
球
人

生
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は
多
数
出
演
さ
れ
て
い
る
ク
イ
ズ

番
組
の
裏
話
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
観
客
が
楽
し
め
る

お
話
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

　

板
東
さ
ん
の
明
る
く
ま
っ
す
ぐ
な
お
人
柄
に
接
し
、
共

に
笑
っ
た
り
、
う
な
ず
い
た
り
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
と
観
客

席
が
一
体
と
な
る
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
板
東
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

野
球
少
年
か
ら
「
板
東
さ
〜
ん
！
！
」
と
呼
び
か
け
ら

れ
、
笑
顔
で
手
を
振
っ
て
く
だ
さ
っ
た
板
東
さ
ん
が
印
象

的
で
し
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
懇
親
会
実
施
報
告

　

昨
年
10
月
23
日
㈯
に
開
催
さ
れ
た
板
東
英
二
氏
の
講
演

会
終
了
後
の
15
時
か
ら
、
第
二
講
義
棟
15
階
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
ル
ー
ム
に
て
、
同
窓
会
主
催
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
窓
会
会
員
の
他
、
ご
家
族
・
ご
友
人
・
教
職
員
も
含

め
て
約
２
２
０
名
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
友
人
を
誘
い
合
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、

初
々
し
い
社
会
人
と
な
っ
て
母
校
に
帰
っ
て
来
た
方
、
小

同
窓
会
事
務
局
よ
り

同
窓
会
事
務
局
よ
り

同
窓
会
事
務
局
よ
り

同
窓
会
事
務
局
よ
り

さ
な
お
子
様
を
連
れ
親
の
立
場
と
な
ら
れ
た
方
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

恒
例
の
余
興
で
は
、
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
ａ
ｃ
ｐ
の
学

生
６
名
が
素
敵
な
歌
を
披
露
し
て
、
会
場
を
一
段
と
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
懇
親
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
全
員
に
、

駿
大
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ッ
ズ
を
お
配
り
し
ま
し

た
。
会
場
に
は
「
駿
大
グ
ッ
ズ
販
売
コ
ー
ナ
ー
」
も
設
け

ら
れ
、
思
い
思
い
の
グ
ッ
ズ
を
お
土
産
に
購
入
す
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！
！

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
つ
い
て

　

前
回
の
同
窓
会
報
（
第
19
号
）
で
、
第
２
回
読
者
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
選
者
の
発
表
は
プ
レ
ゼ
ン

ト
の
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
選
し
た
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
や
ご
感
想

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　

高
橋
由
太
氏
サ
イ
ン
入
り

 

『
も
の
の
け
本
所
深
川
事
件
帖　

オ
サ
キ
江
戸
へ
』

〇
当
選
者
（
東
京
都
小
平
市
在
住
・
法
学
部
卒
業
生
）

　

 　

い
つ
も
楽
し
み
に
同
窓
会
報
を
読
ん
で
い
ま
す
。
高

橋
氏
の
本
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み
た
い
で
す
。

〇
当
選
者
（
長
野
県
長
野
市
在
住
・
法
学
部
卒
業
生
）

　

 　

資
料
収
集
の
方
法
で
、
資
料
を
全
部
読
む
の
で
は
な

く
、
得
る
も
の
を
見
つ
け
る
た
め
に
使
う
と
い
う
と
こ

ろ
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。「
自
分
の
力
を
信
じ
て
頑

張
れ
ば
、
周
り
に
応
援
し
て
く
れ
る
人
は
た
く
さ
ん
い

る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

駿
河
台
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

〇
当
選
者
（
茨
城
県
龍
ケ
崎
市
在
住
・
法
学
部
卒
業
生
）

　

 　

い
つ
も
同
窓
会
報
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
仕
事
上
、
出
張
な
ど
で

な
か
な
か
参
加
で
き
ま
せ
ん
が
、
同
窓
会
に
も
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
当
選
者
（
東
京
都
世
田
谷
区
在
住
・
経
済
学
部
卒
業
生
）

　
　

人
間
関
係
を
大
切
に
し
て
い
る
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

同
窓
会
役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
（
報
告
）

〜
３
月
５
日
㈯
駿
河
台
大
学
会
議
室
に
て
〜

　

平
成
23
年
３
月
５
日
㈯
13
時
か
ら
17
時
ま
で
、
駿
河
台

大
学
第
二
講
義
棟
12
階
会
議
室
に
て
、
同
窓
会
役
員
会
を

開
催
致
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
平
成
22
年
度
の
総
括
及

び
、
今
年
度
の
役
員
人
事
に
つ
い
て
、
会
則
の
一
部
変
更

に
つ
い
て
、
予
算
案
に
つ
い
て
な
ど
、
審
議
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
度
は
駿
河
台
大
学
創
立
25
周
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
同
窓
会
主
催
の
記
念
事
業
に
つ
い
て
も
企
画

案
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
会
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
は
、
５
月
に
開
催
さ
れ

る
同
窓
会
総
会
に
て
会
員
の
皆
様
に
ご
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

大
学
が
25
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
同
窓
会
と
し
て

も
新
た
な
体
制
で
よ
り
活
発
な
活
動
が
で
き
れ
ば
と
望
ん

で
お
り
ま
す
。

駿
河
台
大
学
同
窓
会
事
務
局
（
学
生
課
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
４
２
‐
９
７
２
‐
１
１
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
２
‐
９
７
２
‐
１
１
４
９

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.surugadai.

　
　
　
　

ac.jp/dousou/index.htm
l.

板東英二氏講演会

ホームカミングデー懇親会

役員会の様子
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平
成
平
成
2222
年
度
卒
業
生
・
修
了
生

年
度
卒
業
生
・
修
了
生

及
び
保
護
者
の
み
な
さ
ま
へ

及
び
保
護
者
の
み
な
さ
ま
へ

卒
業
式
の
中
止
に
つ
い
て

卒
業
式
の
中
止
に
つ
い
て

―
駿
河
台
大
学
入
学
の
き
っ
か
け

　

高
校
生
の
と
き
か
ら
公
務
員
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
、
公
務
員
対
策
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
が
決
め
手

で
し
た
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
何
度
か
来
ま
し
た

が
、
家
か
ら
だ
と
交
通
の
便
が
良
く
、
駿
大
し
か
な
い
！

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

―
大
学
生
活
を
振
り
返
っ
て

　

何
よ
り
、
入
学
し
て
す
ぐ
に
ス
タ
ー
チ
ス
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
）
に
入
っ
た
こ
と
で
大
学
生
活
が
充
実
し

た
と
思
い
ま
す
。
中
学
校
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
い
て
、
大
学
に
入
っ
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
ら
れ

れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
ス
タ
ー
チ
ス
を
知

っ
て
、
入
っ
た
ん
で
す
。

1
年
生
の
と
き
は
人
見
知
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
、
２
年
生
で
代
表
に
な
り

ま
し
た
。

―
代
表
を
経
験
し
て
い
か
が
で
し
た
か

　

最
初
は
自
分
に
務
ま
る
の
か
と
不
安
が
あ
り
ま
し
た
し
、

先
輩
か
ら
怒
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー

の
支
え
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

連
携
を
と
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
る
難
し
さ
を
経
験
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
視
野
を

広
げ
た
物
事
の
考
え
方
の
必
要
さ
を
学
べ
ま
し
た
。

―
ス
タ
ー
チ
ス
の
活
動
で
の
思
い
出
は
？

　

３
年
生
と
４
年
生
の
夏
休
み
に
、
ス
タ
ー
チ
ス
の
メ
ン

バ
ー
と
有
志
の
学
生
と
一
緒
に
富
士
山
へ
ゴ
ミ
拾
い
に
行

っ
た
こ
と
は
と
て
も
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。
代
表
と

し
て
、
計
画
か
ら
学
校
へ
の
書
類
提
出
な
ど
大
変
な
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

―
卒
業
後
は
？

　

介
護
の
仕
事
に
就
き
ま
す
。
公
務
員
を
目
指
す
一
方
で
、

大
学
生
活
4
年
間
の
経
験
や
民
間
企
業
へ
の
就
職
活
動
も

行
っ
て
い
く
な
か
で
、
介
護
や
福
祉
の
仕
事
が
し
て
み
た

い
と
改
め
て
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
社
会
人
に
な
り
た
い
で
す
か

　

４
月
か
ら
は
年
配
の
方
と
接
す
る
機
会
が
増
え
る
の
で
、

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
積
極
性
を
も
っ
た
社
会
人
に
な
り

た
い
で
す
。

　

出
浦
君
を
は
じ
め
平
成
22
年
度
卒
業
生
を
新
た
な
会
員

と
し
て
迎
え
る
同
窓
会
と
し
て
も
、
社
会
へ
の
旅
立
ち
を

祝
福
し
、
応
援
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

 

（
同
窓
会
事
務
局
）

出浦学さん

♦
答
辞

法
律
学
科

関
根　

亮

埼
玉
県
立
皆
野
高
校
出
身

♦
総
代

法
律
学
科

高
須　

絵
理

埼
玉
県
立
春
日
部
女
子
高
校
出
身

経
済
経
営
学
科

宮
原　

浩
子私

立
昭
和
第一学
園
高
校
出
身

文
化
情
報
学
科

星
野　

渚
新
潟
県
立
新
潟
南
高
校
出
身

メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科

亀
井　

匠
埼
玉
県
立
川
越
総
合
高
校
出
身

比
較
文
化
学
科

小
野　

将
平山

梨
県
立
甲
府
第一高
校
出
身

心
理
学
科

新
井　

拓
也埼

玉
県
立
入
間
向
陽
高
校
出
身

♦
優
秀
賞

法
律
学
科

出
浦　

学

埼
玉
県
立
秩
父
高
校
出
身

経
済
経
営
学
科

山
崎　

智
也埼

玉
県
立
所
沢
中
央
高
校
出
身

文
化
情
報
学
科

木
暮　

香
織群

馬
県
立
渋
川
女
子
高
校
出
身

メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科

新
井　

孝
宏

長
野
県
長
野
商
業
高
校
出
身

比
較
文
化
学
科

井
上　

遥

埼
玉
県
立
羽
生
高
校
出
身

心
理
学
科

宮
木　

晴
香日

本
放
送
協
会
学
園
高
校
出
身

♦
菩
提
樹
賞

法
律
学
科

今
村　

健
人

私
立
錦
城
高
校
出
身

喜
多　

叙
吉

埼
玉
県
立
所
沢
西
高
校
出
身

北
島　

佳
寿
実

茨
城
県
立
水
海
道
第
二
高
校
出
身

木
ノ
内　

和
茂

埼
玉
県
立
入
間
向
陽
高
校
出
身

武
山　

英
里
香宮

城
県
気
仙
沼
高
校
出
身

長
棟　

一
輝

都
立
羽
村
高
校
出
身

橋
本　

絢
人

埼
玉
県
立
飯
能
高
校
出
身

富
施　

亮
祐

大
学
入
学
資
格
検
定
合
格

松
岡　

竜
一

私
立
秀
明
高
校
出
身

赤
羽　

多
加
志

栃
木
県
立
宇
都
宮
工
業
高
校
出
身

須
田　

香
織埼

玉
県
立
熊
谷
女
子
高
校
出
身

経
済
経
営
学
科

阿
部　

美
奈
子埼

玉
県
立
秩
父
高
校
出
身

大
越　

貴
紀福

島
県
立
安
積
黎
明
高
校
出
身

小
野
寺　

奈
央
子

宮
城
県
仙
台
東
高
校
出
身

椛
澤　

成
美新

潟
県
立
長
岡
商
業
高
校
出
身

木
本　

貴
大

都
立
五
日
市
高
校
出
身

小
勝　

裕
太

私
立
八
王
子
高
校
出
身

越
山　

夏
子

埼
玉
県
立
朝
霞
高
校
出
身

H

カE　

X

シ
ュ
ウ

IU

　

P

ヘ

イ

IN
G

留
学
生
・
中
国

S

ソ

ウ

O
N
G　
Q

ケ

イ

IO
N
G

留
学
生
・
中
国

Z

テ

イ

H
EN
G　

S

ソ

エ

ン

U
YAN

留
学
生
・
中
国

文
化
情
報
学
科

後
呂　

香
織

埼
玉
県
立
所
沢
西
高
校
出
身

木
村 

健
太
郎

埼
玉
県
立
桶
川
高
校
出
身

進
藤　

尚
美

都
立
小
平
高
校
出
身

メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科

櫻
井　

友
紀
乃

私
立
高
崎
商
科
大
学
附
属
高
校
出
身

菅
原　

真
美秋

田
県
立
横
手
城
南
高
校
出
身

和
田　

真
吾私

立
科
学
技
術
学
園
高
校
出
身

比
較
文
化
学
科

熊
倉　

将
一

栃
木
県
立
小
山
高
校
出
身

小
林　

ち
え

東
京
都
立
板
橋
高
校
出
身

榊
原　

浩

私
立
東
野
高
校
出
身

心
理
学
科

金
子　

真
司

私
立
栄
北
高
校
出
身

望
月　

豊
埼
玉
県
立
所
沢
東
高
校
出
身

山
本　

潮
莉

私
立
つ
く
ば
開
成
高
校
出
身

♦
特
別
賞

● 

課
外
活
動
に
お
い
て
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
学
生

法
律
学
科

大
家　

涼
子

鳥
取
県
立
八
頭
高
校
出
身

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
。
関
東
学
生
リ
ー
グ

春
・
秋
リ
ー
グ
準
優
勝
、
イ
ン
カ
レ
ベ
ス

ト
８
。
２
０
０
８
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
ジ
ュニ

ア
日
本
代
表（
Ｕ
‐
21
）に
選
出
さ
れ
、

ジ
ュニ
ア
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
第
４
位
。

沼
﨑　

裕
樹

福
島
県
立
湯
本
高
校
出
身

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加
。

特
に
近
隣
の
福
祉
施
設
で
の
活
動
で

は
、
作
業
補
助
、
パ
ソ
コ
ン
補
助
、
ク
ラ

ブ
活
動
、
祭
り
な
ど
す
べ
て
の
活
動
に

か
か
わ
って
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。

渡
邊　

寛
子

私
立
樹
徳
高
校
出
身

弓
道
部
。
２
０
０
９
第
17
回
関
東
学

生
弓
道
選
手
権
大
会
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
女
子
決
勝〔
個
人
戦
〕３
位
。

経
済
経
営
学
科

横
田　

真
一

埼
玉
県
立
小
鹿
野
高
校
出
身

日
本
商
工
会
議
所
第
１
２
２
回
簿
記
検

定
試
験
1
級
合
格
。

吉
田　

拓

京
都
府
立
木
津
高
校
出
身

カ
ヌ
ー
部
。
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技（
K1
）で

目
覚
ま
し
い
活
躍
。

文
化
情
報
学
科

五
十
嵐　

俊
介栃

木
県
立
今
市
高
校
出
身

男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
に
お
い
て
多
大
な
活

躍
。

小
畑　

陽
子

鳥
取
県
立
八
頭
高
校
出
身

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
。
関
東
学
生
リ
ー
グ

春
・
秋
リ
ー
グ
準
優
勝
、
イ
ン
カ
レ
ベ
ス

ト
８
。
２
０
１
０
リ
ー
グ
得
点
王
。

菊
池　

郁
江

宮
城
県
築
館
高
校
出
身

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
主
将（
２
０
１
０
）。

関
東
学
生
リ
ー
グ
春
・
秋
リ
ー
グ
準
優

勝
、
イ
ン
カ
レ
ベス
ト
８
。

渡
辺　

陽
子

栃
木
県
立
鹿
沼
東
高
校
出
身

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
副
主
将（
２
０
１
０
）。

関
東
学
生
リ
ー
グ
春
・
秋
リ
ー
グ
準
優

勝
、
イ
ン
カ
レ
ベス
ト
８
。

G

ｶ

ﾝ

U
AN
 H

ｺ

ｳ

O
N
G Y

ｳU

留
学
生
・
中
国

留
学
生
交
流
行
事
に
積
極
的
に
参

加
。
文
化
部
会「
留
学
生
交
流
会
」会

長（
２
０
０
９
）、
多
国
に
わ
た
る
留
学

生
同
士
の
交
流
を
深
め
、
留
学
生
の
お

手
本
と
な
り
得
る
存
在
と
し
て
活
躍
す

る
ほ
か
、
日
本
人
学
生
と
の
交
流
に
つ

い
て
も「
富
士
登
山
ご
み
拾
い
活
動
」に

参
加
し
、
留
学
生
と
し
て
の
活
動
に
大

き
く
貢
献
。

メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科

鈴
木　

猛
史

福
島
県
立
猪
苗
代
高
校
出
身

ス
キ
ー
部
。
世
界
選
手
権
や
バ
ン
ク
ー

バ
ー
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、
数

多
く
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

内
藤　

寛
公

福
井
県
立
丹
生
高
校
出
身

男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
主
将
と
し
て
多
大
な

活
躍
。

矢
澤　

一
輝

私
立
東
野
高
校
出
身

カ
ヌ
ー
部
。
北
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
出
場
。

ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技（
K1
）で
目
覚
ま
し
い

活
躍
。

心
理
学
科

原
田　

智
彰日

本
放
送
協
会
学
園
高
校
出
身

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動（
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル「
Ｕ
Ｓ
ポ
テ
ト
」
代
表
）に

積
極
的
に
参
加
。
本
学
第
2
キ
ャ
ン
パ

ス
の
公
道
法
面
に
広
が
る
芝
桜
の
整
備
。

● 

学
生
参
加
に
よ
る〈
入
間
〉活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
目

覚
し
い
活
躍
を
し
た
学
生

法
律
学
科

宇
田　

亮
太

埼
玉
県
立
南
稜
高
校
出
身

田
中　

祥
貴

群
馬
県
立
前
橋
西
高
校
出
身

山
原　

美
紅

都
立
千
早
高
校
出
身

経
済
経
営
学
科

青
木　

健
埼
玉
県
立
大
宮
中
央
高
校
出
身

文
化
情
報
学
科

猪
狩　

賢
治

福
島
県
立
平
工
業
高
校
出
身

一
藁　

久
美
子私

立
市
原
中
央
高
校
出
身

岸　

留
里
菜

埼
玉
県
立
入
間
高
校
出
身

メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科

郷　

貴
博

新
潟
県
立
長
岡
商
業
高
校
出
身

本
田　

翔
大

私
立
埼
玉
栄
高
校
出
身

山
内　

惇

福
島
県
立
田
島
高
校
出
身

心
理
学
科

金
丸　

晃
子

私
立
駿
台
甲
府
高
校
出
身

木
村　

友
美群

馬
県
立
渋
川
青
翠
高
校
出
身

平
成
22
年
度 

答
辞
・
総
代
・
各
賞
受
賞
者
一
覧

  

駿
河
台
大
学　

学
長　

成
田

駿
河
台
大
学　

学
長　

成
田  

憲
彦　
憲
彦　

　

こ
の
た
び
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
お
い
て
被
災

さ
れ
た
方
々
に
は
、
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
不
幸
に
も
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
と
そ
の
ご
家

族
様
に
は
、
衷
心
よ
り
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

既
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う

に
、
３
月
25
日
㈮
に
予
定
し
て
い
た
駿
河
台
大
学
の
卒
業

式
（
学
位
記
・
卒
業
証
書
授
与
式
）
及
び
コ
メ
ン
ス
メ
ン

ト
パ
ー
テ
ィ
ー
（
謝
恩
会
）
は
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

中
止
の
決
定
を
聞
い
て
残
念
に
思
わ
れ
て
い
る
卒
業

生
・
修
了
生
や
御
父
母
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
折
角

大
学
生
活
を
終
え
、
社
会
に
巣
立
つ
大
き
な
節
目
と
し
て
、

卒
業
式
の
意
味
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
人
生
の
晴

れ
舞
台
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
本
人
の
み
な
ら
ず
、
御
父
母

の
方
も
楽
し
み
に
待
ち
わ
び
て
い
ら
し
た
こ
と
で
し
ょ
う

し
、
そ
の
た
め
の
準
備
を
用
意
さ
れ
て
い
た
方
も
多
い
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
被
災
地
の
小
学
校
や
中
学
校

の
卒
業
式
の
様
子
が
報
じ
ら
れ
、
今
年
の
卒
業
式
が
卒
業

生
に
と
っ
て
も
、
送
り
出
す
教
師
や
親
に
と
っ
て
も
、
特

別
の
感
慨
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
私
も
、
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
卒

業
生
・
修
了
生
に
命
の
大
切
さ
や
、
そ
の
命
を
生
か
す
生

き
方
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
お
話
を
し
な
け
れ
ば
と
い
う

気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
地
震
と
津
波
が
多
く
の
犠
牲
者
を
も

た
ら
し
た
の
み
な
ら
ず
、
目
下
本
学
で
も
在
学
生
と
入
学

予
定
者
の
安
否
確
認
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
が
、
家

が
流
さ
れ
た
り
、
連
絡
が
つ
か
な
い
学
生
も
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
時
に
卒
業
式
の
式
典
を
行
う
こ
と
が
適
当
か
、

い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
余
震
が
頻
発
し
て
い
る

こ
と
や
鉄
道
の
運
行
が
不
安
定
で
、
卒
業
式
が
終
わ
っ
て

帰
れ
な
く
な
る
と
い
う
事
態
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
卒
業
生
・
修
了
生
や
御
父
母
に
は
大
変
申

し
訳
な
く
思
い
ま
す
が
、
卒
業
式
の
中
止
と
い
う
苦
渋
の

決
断
を
さ
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
３
月
25
日
㈮
の
式
典
は
中
止
を
決
定
い

た
し
ま
し
た
が
、
卒
業
生
・
修
了
生
の
皆
さ
ん
に
改
め
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届
け
す
る
何
ら
か
の
方
法
を
検
討
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
学
位
記
・
卒
業
証
書
を
お
渡
し
す
る
方

法
に
つ
い
て
は
、
大
学
に
来
校
が
可
能
な
方
に
は
、
３
月

25
日
㈮
以
降
、
複
数
の
日
に
教
員
か
ら
直
接
手
渡
し
す
る

こ
と
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
と
御
父
母
の
み
な
さ
ん
に
は
、
今
回
の
卒
業
式

中
止
の
措
置
に
つ
い
て
何
卒
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

卒
業
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

卒
業
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

平
成
22
年
度
優
秀
賞
受
賞

　
　

法
学
部
法
律
学
科

 

出
浦
学
さ
ん

 

平
成
23
年
３
月
18
日
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
掲
載


